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☎

お陰様で、ふくし岩手では、

灯篭制作に使う牛乳パックを 

目標を上回る約 2,800個を集めることが出来ま

した。それを並べて灯すことが出来ます。 

皆様のご協力に心から感謝申し上げます。 

今年は、3.11 追悼式典に参加します。平静な

気持ちを保つことができそうだからです。 

「あの日」から、まもなく４年。多くの尊い命が訓

えたことを語り伝えながら生きて行きます。 

そして、新たな気持ちで一歩ずつ前へ進みた

いと思う。「これからも共に」 合掌（事務局）   

編集後記 

 

 東日本大震災から４年目となる今年も、多くの方々のご協力を得て、 

「祈りの灯火」が開催されます。この「祈りの灯火」は、2011 年 

3 月 11 日に発生した東日本大震災によって犠牲になられた多くの方々 

の鎮魂と、被害に遭われた方々の心の平安、そして復興への誓いを、 

「もりおか歴史文化館前広場」を中心に約１万個の灯籠に灯りをとも 

して祈るものです。 

灯籠は沖縄から北海道まで、全国の方々から送られています。 

また、市内の小中学校の児童・生徒さんたちからもたくさんの灯籠が 

届けられました。今年は櫻山神社さん、東大通商業振興会さんの協力 

も得て、盛岡の中心に広く灯火を灯すことになりました。 

また、震災で土台が崩落し、修復が進められていた内丸の「時鐘」 

が、昨年の暮れに復活したことから、地震の起きた２時 46 分と、灯 

火の点火セレモニーを行う 17 時に、内丸第二町内会さんの協力を得 

て、追悼の鐘を鳴らすこととなりました。 

会場では下記のような催しが開かれます。 

今年は、復興映画の上映を行う他、盛岡市の友好都市「うるま市」 

の方々も、急遽支援に駆けつけてくださることとなりました。 

ぜひ、多くの市民の方々にご参加いただき、盛岡から被災地へ、 

追悼と復興の願いを共に祈りましょう。 

◎市民の方々、全国の方々から寄せられた「祈りの灯火」 

16 時 市民による点火 

17 時 盛岡市長による挨拶と点火セレモニー 

19 時 消灯 

●沖縄名物「もずく雑炊」お振る舞い！ 

●映画上映『加奈子（仮）～マイホームタウン～』 

●買って支援！『復興マーケット』 

●食べて支援！『復興屋台』時間：13 時～19 時 

●共に歌おう！『復興ステージ』時間：15 時 25 分～19 時 

■主催：盛岡広域首長懇談会 

■共催：もりおか復興支援ネットワーク、もりおか歴史文化館 

ぜひ、多くの方にお越しいただきたいと思います。 

 

 

 


